
さ
ら
に
父
人
格
保
護
は
わ
れ
わ
一
時
に
懲
じ
、
処
に
随
い
、
閣
際
空
附
間
際
逮
〈
時
へ
の
加
援
の
意
士
山
も
庄
中
主
市
に
た
い
て
も
青
空
り
閥
連
に
対
一
三
十
日
舎
員
協
議
会

れ
が
人
類
の
生
活
改
革
官
役
達
成
せ
一
合
加
箆
の
促
進
や
ら
、
隣
遠
集
団

2一
明
し
た
の
も
、
こ
れ
を
竣
成
せ
ん
一
ず
る
迎
、
解
を
架
め
、
そ
の
目
的
安
一
信
越
化
学
招
致
の
件
に
つ
い
て

ん
と
す
る
限
り
、
欠
く
こ
と
の
で
一
安
保
の
仕
組
を
強
化
す
る
こ
乏
に
一
が
た
め
で
あ

J
ま
す
。
一
現
に
協
力
す
る
た
め
、
今
一
同
日
本
一
協
議

き
な
い
電
製
性
を
も
っ
て
い
る
が
一
議
迭
す
る
な
ら
ば
、
間
間
際
連
合
加
一
l

一
一

昭
和
二
十
i
z
z

一
喜
連
合
、
世
界
の
ど
こ
か
一
見
呉
川
引
は
は
住
民
間
刊
誌
刊
誌
伝
子
市
川
刊
誌
誌
が
諮
問
げ
れ
ば
刊
誌
持
一
計
則
的
軒
計

一
六
月
世
界
の
五
七
ケ
闘
の
代
表
が
一

κ

沿
い
て
、
役
軍
武
力
衝
突
が
一
関
際
選
会
の
重
要
な
任
務
の
ご
ノ
一
連
合
加
盟
は
、
図
際
逮
合
長
し
一
窓
会
を
措
い
て
は
他
に
な
く
、
一
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一

E
j
j
j
j
j

Fド
ロ
ヒ
詑
立
し
ゅ
西
日
誌
が
相
時
開
司
寸
法
ほ
け
ド
、
現
実
の
世
界
悦
一
日
開
誌
は
げ
吻
え
る
も
の
一
盟
主
離
れ
て
わ
が
鴎
の
将
来
も
一
何
卒
六
万
市
民
各
伎
の
絶
大
友
一

J
L
官
制
服
儲
ド
る

一
年
余
に
訟
?
ま
す
。

ζ

の
閥
際
連
…
て
こ
れ
を
抑
え
る
た
め
「
集
団
約
一
勢
の
重
荷
か
ら
串
作
れ
た
、
生
き
た
一
こ
の
意
味
に
沿
海

Cま
し
て
、
昭
一
あ
り
得
、
な
い
と
一
試
み
ん
ま
し
ょ
う
。
一
る
綿
一
賛
同
同
と
積
一
紘
一
的
な
御
協
力
を
一
砂
の
採
集
問
題
に
つ
い
て
協
議

一
合
憲
章
の
冒
頭
に
一
按
芝
を
と
っ
た
り
、
叉
革

1
h加
を
一
機
様
で
あ
る
閤
際
連
合
は
、
世
互
和
二
十
二
女
一
九
州
出
七
年
)
十
一
一
一
こ
の
意
味
に
沿
い
て
、
わ
が
図
面
り
ま
す
よ
う
切
に
御
一
般
い
申
上
一
五
日
火
葬
場
掛
算
委
員
会

一
「
わ
ら
れ
の
一
生
の
う
ち
に
一
一
一
脅
す
よ
う
な
い
ろ
〈
員
喜
一

2

を
維
宅
、
宇
べ
て
の
凶
良
一

2

日
本
調
際
連
合
協
会
が
給
成
一
に
も
日
本
塁
迎
合
協
会
が
設
け
一
げ
ま
す
。
一
火
葬
場
の
震
に
つ
い
て
協
議

一
度
ま
で
言
語
に
絡
す
る
悲
哀
を
一
等
在
、
武
力
に
訴
え
る
こ
日
比

p

よ
り
霊
友
生
活
を
築
雪
作
て
ー
さ
れ
、
一
昨
年
の
組
問
震
約
の
純
一
点
、
本
燃
に
沿
い
て
も
昭
和
一
一
一
昭
和
二
十
八
年
九
月
一
十
一
白
区
剣
整
理
促
進
言
会

一
誌
は
仇
時
官
官
官
一
ゴ
長
慰
問
附
し
一
日
立
→
刊
誌
詐
如
何
一
概
取
締
閥
抗
駅
間
酌
聞
は
哨

7
2
2十
一
一
一
日
懸
本
部
長
一
財
団
法
人
臼
本
開
際
雲
協
会
一
時
議
轄
す
る
練

一
的
人
権
と
、
人
郊
の
霊
殿
及
び
一
主
し
て
解
決
す
る
た
め
、
調
停
車
三
る
よ
う
な
努
力
を
続
け
て
す
量
一
各
都
道
府
燃
に
拾
の
訟
の
支
部
り
一
成
が
で
き
、
続
い
て
殿
内
各
支
部
一
紳
奈
川
服
脚
本
部
一
会
員
協
議
会

一
埋
ま
、
男
女
及
び
大
小
企
圏
一
の
役
割
を
す
る
繁
華
や
動
乱
の
一
す
が
、
そ
の
遜
一
般
に
あ
ク
て
は
、
一
結
成
を
き
ん
の
で
あ
り
ま
す

o

一
の
結
成
も
で
き
ま
し
た
の
で
、
本
一
卒
塚
支
部
結
成
発
起
人
一
生
蓄
の
移
築
に
つ
い
て
協
議

一
の
問
機
と
に
間
関
す
る
信
念
を
一
持
一
発
生
時
防
止
を
第
一
の
任
務
と
し
て
一
或
は
情
勢
を
動
か
し
、
或
は
情
勢
一
本
線
に
や
い
て
も
、
昭
和
二
十
一
一
一
合
併
促
進
委
員
会

一
ぴ
確
認
し
、
長
と
、
義
及
一
す
ま
す
。
一
の
影
響
を
う
け
て
石
現
実
的
、
忘
年
八
月
十
一
一
一
日
雲
謀
本
部
一

i
i
j
i
i
i
i
i
i
!
i

一
百
五
、
合
併
促
滋
に
つ
い
℃

一
び
溺
際
法
の
他
む
源
泉
か
ら
生
←
し
か
し
、
世
界
良
平
和
は
一
活
動
的
な
機
関
と
し
て
成
長
し
つ
一
が
結
成
せ
ら
れ
、
続
い
て
腕
柄
下
各
一
守
勢
牽

c
-

支
払
は
一
協
議

一
歩
る
義
務
の
笠
患
と
を
維
持
す
一
戦
争
妨
止
と
い
う
事
の
み
で
は
獲
一
々
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
都
市
に
支
部
の
結
成
が
で
き
ま
し
一

j

一
十
七
日
苧
一
獄
絵
対
策
委
員
会

一
日
吉
川
諮
問
一
官
民
自
主
主
に
は
ど
凶
器

f
i
c
-
-

投i
は
医
隣
同
i

一
語
改
善
の
誌
に
つ

一
話
器
開
雌
紛
れ
は
ほ
ほ
サ
一
討
を
川
町
訪
問
日
訳
語
医
師
分
に
思
訪
れ
れ
生
の

τ閥
警
合
に
対
す
る
署
長
一
市
で
は
こ
の
程
、
次
に
犠
げ
る
一
己
、
一
十
九
認
建
設
委
員
会

一
い
う
人
鞘
酬
の
切
な
る
悲
願
の
一
民
の
?
が
保
隊
さ
れ
。
、
人
々
の
一
蓄
の
胤
問
削
配
れ
加
隠
の
見
込
は
一
め
て
そ
の
目
的
実
現
に
協
力
す
る
一
も
の
に
対
す
る
手
数
料
の
徴
ま
一
一
、
戸
約
及
び
立
が
品
開
修
行
一
市
営
体
育
館
建
築
方
針
に
つ
い

一
方
終
結
肘
仁
川
一
時
河
川
崎
哨
財
団
附
呉
川
一
村
官
官
財
山
川
叫
ぶ
ま
れ
れ
れ
刊
誌
諮
問
一
刊
誌
は
い
四
時
間
川
一
一
品
川
切
手
数
料
及
び
閲
覧
一
一
一
括
校
陸
自
仁
ぴ

一
れ
れ
れ
は
一
町
内
問
民
間
一
汚
三
路
出
向
伽
石
川
町
品
川
淵
時
対
日
缶
詰
主
計
れ
酢
一
し
れ
れ
れ
富
市
金
庫
の
一
一
品
別
許
可
及
び
許
可
誕
交
付
一
諸
問
高
建
設
の
件
に
つ

一
山
間
給
せ
れ

M
M
r日
刊
一
昨
村
山
小
限
時
抑
協
吋
紅
白
玲
ぷ
れ
恥
別
立
川
れ
噌
ヵ
と
を
切
に
高
い
致
一
叩
日
目
前
ね

U
H
M
V
時
わ
一
一
品
例
県
荒
波
民
排
償
金
一
一
一
院
?
諸
問
計
量

一
は
す
ま
せ
ん
か
。
一
い
た
の
で
は
悦
久
平
和
の
旅
立
は
一

1
1
1

汁H
M
江
ス
ベ
パ
吋

f
J

〉
i
;
J

…
そ
の
係
Z
R

げ
ま
す
必
要
令
縦
一
一
、
扱
う
係
、
、
、
一
等
に
つ
い
て
協
議

一
し
か
し
、
Z

へ
の
昔
、
ぃ
一
実
現
で
き

4ま
せ
ん
o

で
す
か
ら
、
一
自
本
鶴
臨
時
連
合
協
曾
一
一
の
霊
長
っ
て
係
に
提
出
し
て
一
戸
籍
係
、
君
、
警
室
長
一
三
十
九
日
言
葉
策
委
店
員
会

下
に
険
し
く
、
富
な
も
の
で
あ
一
譲
渡
合
は
撃
の
防
止
と
い
う
一

i

仁
川

f

い
い
針
勺
レ
5
~
一
環
き
ま
す

o

一
安
事
務
川
、
税
務
付
開
一
十
七
日
に
引
続
き
相
模
河
口
改

一
つ
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
さ
と
、
ぁ
一
こ
と
に
止
ま
ら
歩
、
さ
ら
に
進
ん
一
{
神
奈
綿
一
懸
本
部
一
一

i
:

一
修
の
件
に
つ
い
て
皇

一
ら
ゆ
る
努
力
主
以
て
獲
得
'
し
な
く
一
で
殺
与
の
根
源
と
な
る
、
貧
乏
や
一
〈

!
d，

i 一

:
p
'十
一
ー
ト
ド
;
十
一}
P
F

一
3
F
L
3
E
3
E
3
E
3
[
]

一
迭
に
つ
い
て
協
議
一

一
一
目
的
在
日
立
M
門
店
主
当
日
一
平
竪
輩
出
結
成
喜
一
7持
鴇
界
一

d
p
M
M
P告
の
一
誠
一
茂
市
財
政
事

一
身
が
銭
高
な
理
想
に
向
つ
て
の

M一
与
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ち
ま
一
一
一
、
日
時
九
月
十
六
日
午
後
一
時
よ
り
一
一
六
回
全
員
協
議
会
一
建
設
に
つ
い
て
協
議
一
術
中
高
の
誌
に
繰
り
が
す

一
一
諮
問
紅
白
日
め
一

J
に
数
億
の
世
界
の
人
々
に
と
一
一
一
、
場
所
農
業
命
日
館
ご

Z
T

の
合
併
患
の
作
一
十
六
日
文
教
委
員
会

i
一
ま
し
た
守
主
し
ま
す
。

~
一w件
、
間
四
一
巡
箪
を
出
征
さ
せ
て
の
血
一
っ
て
尚
一
際
連
合
は
、
日
常
生
活
に
一
{
ト
町
一
に
つ
い
て
協
議
一

4
4

学
校
の
学
区
設
定
O
F

一
第
一
一
以
第
一
段
歳
入
表
中
市
続
殺

一
一
み
ど
ろ
な
努
力
は
、
そ
の
事
出
雲
一
対
す
る
直
接
援
助
の
源
泉
で
あ
り
一
~
つ
議
接
日
本
の
安
全
保
障
問
問
瞳
~
一

t叫
畑
一
芸
員
会
…
殺
す
八
十
周
年
記
念
行
事
の
作
一
帥
粧
品

J
2
5
・
言
語
法
u
y
s

J

一
ま
ぎ
/
\
と
示
し
た
も
の
で
あ

h

一
ま
す
。
主
義
明
を
つ
め
た
偽
で
あ
一
~
~
一
市
職
員
一
に
対
す
る
期
末
手
当
の
一
等
こ
っ
、
て
協
議
一
ぉ

-
H
M
-
に
訂
正

二
れ
れUU
Y品
川
臨
時
一
れ
臨
時
刊
は
わ
諸
説
れ
一
一
講
師
日
本
一
国
連
協
会
一
一
支
給
に
つ
い
て
協
議
一
一
一
十

u
j
委
員
会
一
目
同
指
紋

M
1一
一
試
常
時

折
一
一
成
果
か
期
待
し
う
る
宮
、
め
り
、
一
で
も
あ
り
、
米
や
姿
の
晴
彦
左
敬
一
一
一
、
映
画
神
奈
川
一
一
ユ

I
A

士
八
日
合
併
川
E
A
-
-員
会
一
信
総
化
学
の
招
致
問
題
に
つ
い
←
五
一
一
月
は
凶
八
、
一
六
七
、
人
五

T

草
地
話
一
て
」
れ
主
い
て
今
日
立
の
平
和
一
え
る
専
門
家
で
も
あ
り
ま
す
。
一
日

1
3

快
眠
外
~
一
町
村
と
の
会
促
進
に
つ
い
て
一
て

3

一
一
一
一
月
に
訂
正
第
二
番

V

品
目
一
一
品
臨
時
信
託
明
白
山
市
一
バ
利
割
引
斜
計
割
引

i

一
協
議
総
務
委
員
会
一
一
一
日
袋
詰
山
内
町
一
円
以
一
日
切
れ
山
日

M
H
g
よ

z
m

宿
ノ
駁
問
一
寸
約
の
翠
と
共
に
、
独
立
の
嗣
四
家
一
れ
ま
打
。
一
手
塚
支
部
結
成
綿
一
童
書
一
富
豪
語
す
る
械
情
舎
に
一
の
改
修
理
に
つ
い
て
協
議
(
牧
入
増
と
な
り
手
。
し
て

γ
ム
灘
間
一
市
町
一
一
一
一
一
一
一
…
…
…
一

h
端
的
山
色
の
抗
日
同
町
内
山
内
阿
付
す
れ
昨
日
れ
い
れ
一
山
一
昨
昨
日
に
つ
一
一
一
日
目
下
一
山
小
山
一
一
一
一
山
山
由

F

事
平
輝
一
一
生
日
本
の
命
の
倒
的
と
な
る
と
い
っ
一
数
立
を
か
ち
得
た
と
き
は
、
そ
れ
一
と
し
て
嬰
加
盟
主
復
的
致
し
ま
一
卒
和
へ
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
一
い
て
協
議
一
設
費
等
の
牧
瀬
の
全
車
刊
誌
品
川
…
認
に
多
少
の
変
動
友
生
じ
ま
す

o

一

Z
J

糊
一
一7J
i細雪
で
は
な
い
と
思
い
ま
一
を
援
助
し
て
そ
の
自
由
を
確
保
し

τ
宅
わ
が
凶
が
独
立
と
共
に
ま
一
る
の
で
あ
り
ま
す
。
一

f
a

卒
採
港
一
護
委
員
会
一
議

U
'小
学
校
及
び
新
山
将
校
の
敷
地
一
従
っ
て
前
期
一
一
一
、
六

O
八
、
二
一
一

4

.
一
す
《
一
発
展
す
る
様
援
助
を
致
し
ま
す
。
一
歩
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
一
わ
が
闘
が
平
和
僚
約
の
前
文
で
一
九
日
に
剖
引
続
き
改
修
工
事
の
促
一
貿
牧
の
件
に
ク
い
て
協
議
一
一
一
一
円
の
む

輔

臨

し
ま
一
し
よ
う
フ
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赤
ち
ゃ
ん
が
緩
を
開
時
中
山
に
し
て

一
波
主
流
し
コ
ン
2
y
咳
者
込
み
苦

一
し
む
姿
は
想
像
す
る
だ
け
で
も
腕

一h
F
d
つ
ま
り
ま
す
。
筑
幼
児
を
こ
の

一
脅
し
い
吉
日
唆
に
かL
ら
せ
な
い

間
の
式
典
及
一
た
め
に
保
護
者
は
必
宇
予
防
接
種

日
卒
塚
市
数
す
姿
呂
田
一
会
は
こ
の
た
一
市
立
の
学
校
索
く
歪
艇
に
き

L
た
一
を
受
け
さ
せ
日
下
さ
い
。

3
一
び
次
の
脇
陣
拍
日
に
基
音
、
学
設
創
設
一
が
市
民
の
努
力
に
よ
っ
て
復
興
瓶
一
言

」
八
十
年
記
念
式
典
芸
廿
笠
宮
行
一
や
字
れ

Y
、
今
で
は
小
学
校
五
、
新
一
一
初
回
琵
疫
!
今
年
初
め
て

一
一
い
ま
す
の
で
訟
知
ら
ぜ
い
た
し
ま
一
制
中
学
校

m
j
市
立
高
校
三
の
偉
一
受
け
る
人
〈
一
一
一
間
接
穣
〕

均
一
す
。
一
容
を
現
践
し
名
笑
共
に
教
育
復
興
一
昭
和
二
七
年
間
間
月
一
日
よ
り
一
一

也
趣
皆
一
市
忠
諸
民
訂
以
い
恥
一
勺
一
一
一
月
一
一
一
一
臼
ま
で
の
出
生

臨
時
明
治
五
年
入
一
立
高
が
脳
陣
移
せ
ら

τ
て
雲
仙
の
式
典
を
あ
げ
、
吉
宮
一
追
加
琵
疫

i
昨
年
一
三
回
す

事
時
れ
る
と
、
当
平
塚
で
は
そ
の
諮
問
明
一
を
た
デ

h刷
新
し
き
を
知
h

、
児
童
一

九
一
治
六
年
六
月
新
宿
八
幡
宮
の
別
当
一
生
徒
に
現
代
の
教
育
に
浴
す
る
芝

帥
ー
希
で
あ
る
等
受
験
を
綾
城
と
し
て
一
ぴ
を
味
わ

L

め
、
共
に
教
育
に
か
一

一
品
一
期
監
官
伸
時
を
創
設
し
た

U
緩
い
て
七
十
か
わ
る
も
の
皆
誇

h
y

主
審
び
を
あ
一

一
年
笈
同
月
綴
資
材
叫
は
本
校
か
ら
分
離
一
ら
た
に
し
て
教
育
復
興
先
途
の
盟
諸
一

、
機
資
寺
に
佼
校
!
舎
を
設
け
祭
普
第
一
組
加
を
振
起
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
一

山
一
女
校
と
繕
え
た
o

卒
塚
は
別
に
一
あ
る
。
一

吋
清
水
の
築
持
続
投
第
二
支
校
と
し
一
行
事
一

}
日
て
こ
れ
ま
た
本
校
か
ら
分
離
し
た
一
一

夜
す
よ
」
の
よ
ろJに
一
脇
市
議
開
館
の
創
設
こ
一
一
、
記
念
式
典
一

蕗
臨
時
停
セ
は
本
務
に
挙
制
制
が
実
施
せ
ら
れ
一

1
8

時
子
一
月
七
日
(
土

V午
後
一

家
予
た
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
爾
栄
一
二
時
か
ら
(
雨
天
実
施
〉
十

一
日
義
矯
八
十
年
或
持
は
そ
の
総
設
に
一
2

会
場
卒
塚
市
立
富
士
見
小
学
一

霊
山
於
て
内
容
必
於
文
会
留
に
教
育
都
一
校
鱗
堂
一

密
ぃ
芝
府
間
T
撲
の
必
攻
略
仲
り
森
地
か
ら
の
一
表
彰
永
年
動
続
教
員
の
表
彰
一

町
一
親
指
指
参
糊
糊
者
は
く
び
す
を
援
し
た
一
特
別
功
、
労
者
表
彰

問
。
然
し
不
挙
に
も
今
次
の
大
裁
に
一
研
究
表
彰

開
て
審
火
を
う
け
三
校
を
油
開
す
の
み
で
一
燈
質
論
文
入
選
者
発
表

控
予
賜
ぶ
観
樹
勺
引
i

離
弘
一
環
一
鬼
伝
ず
こ
や
か
に
育
て
ま
し
ょ
う

積
一
目
撃
警
は
法
律
に
去
っ
て
行
わ
一
和
田
琵
疫
ト
今
年
初
め
て

員
二
れ
る
、
次
の
喜
怒
号
子
供
一
受
け
る
人
ハ
一
円
一
国
益
)

設
さ
ん
に
必
喜
け
さ
せ
て
下
豆
、
昭
和
二
七
年
一
一
一
月
一
日
よ
り
二

ゆ
4一
ぃ
A

一
八
年
一
一
一
月
一
一
一
一
日
ま
で
の
間
生

一
翻
ジ
フ
チ
リ
ヤ
予
一
日
ん

一
時
開
接
種
に
つ
い
て

一
仇
幼
児
に
恐
ろ
し
い
ジ
ブ
デ
習
ヤ

由
は
予
防
接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

?
な
っ
て
か
ら
非
常
に
歩
く
な
り
ま

憎
し
た
。
卒
擦
で
は
昭
和
二
十
年
は

時
七
十
パ
名
門
予
阪
接
種
が
な
か
n
j

r
ι頃
〉
の
感
者
が
出
ま
し
た
が
、

一
昨
年
は
五
名
の
患
者
が
慌
た
だ
け

一
で
す
。
こ
の
患
者
は
皆
予
仲
間
接
額

一
一
を
受
け
な
か
っ
た
子
供
さ
ん
で
し

7
一
夫
。
こ
れ
を
間
見
て
も
予
仲
間
接
種
の

与
一
一
効
巣
が
は
っ
き
h
y利
p

ま
す
o

保

z
-
議
議
は
可
愛
い
子
供
さ
ん
に
必
十

第
一
書
ち
せ
が
下
さ
い
。
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童日ー
のの町一必
日
自
の

生
活

ぷ
L 、

て

可

2 
Z 
声
k 
z 
芦

E 
K 

第芥
コ 11
0 昔i
性之

(2) 

ん
だ
入
一
ど
に
注
意
が
怠
り
臨
時
ち
と
な

h
J、

昭
和
一
一
六
年
五
月
一
日
よ
担
三
一
ま
た
食
慾
が
旺
袋
に
な
る
の
で
食

七
年
一
一
一
月
一
一
二
日
ま
で
の
出
金
一
ベ
過
ぎ
が
失
散
の
原
図
と
な
る
こ

克
一
と
も
よ
く
あ
り
ま
す

G

食
品
を
扱

場
所
と
お
昨
吋
←
一

v
nノ
業
者
は
勿
論
各
家
庭
で
も
次
の

ー
馬
入
青
年
会
館
i

十
月
十
四
回
日
一
点
に
よ
く
注
意
さ
れ
て
赤
痢
や
食

商
ヱ
会
館

i

十
月
十
五
日
一
中
毒
の
発
生
を
防
ぎ
た
い
も
の
で

花
水
会
館

i

十
月
十
六
日
一

卒
塚
保
健
所
i

十
月
十
七
日
一

港
小
学
校

l

十
月
十
七
日
一

毎
g

午
後
一
時
よ
ち
一
一
一
時
金

で
体
問
種
料
金

@
相
時
間
耳
目
疫

i

六
O
円
ハ
一
一
一
間
〉

@
議
加
諸
問
疫
一
一O
円
〈
一
一
回
〉

保
安

轄

昭
和
一
一
一
年
九
月
二
日
生
か
ら
昭
和
十
年
九
月
一
日
生
ま
で
の

労
子
。
新
制
中
学
卒
業
終
皮
で
心
身
健
全
な
も
の
。

同
聾

被
級
、
食
事
支
給
、
持
団
内
出
使
、
最
初
は
二
等
保
安
と
し
て

係
府
〈
月
綴
五
、
七
O
O
m口
)
す
る
が
駁
次
持
推
一
で
ま
る
。

そ
の
他
給
与
の
詳
蜘
酬
は
志
願
案
内
を
見
る
こ
之
。

勤
務
年
醒

二
年
。
希
紫
に
よ
り
総
続
川
山
政
府
が
認
め
ら
れ
う
る

o

山
瀬
署
続

志
願
案
内
在
見
た
上
で
、
市
役
所
〈
総
務
課
〉
に
山
中
込
む
こ

と
。

品
開
叫

瞳
矧

全
国
約
百
五
十
ケ
所
で
施
行
。
身
体
検
査
、
間
川
間
半
な
祭
記
試

験
日
制
緩
在
一
日σ
修
了
す
る
。

事
集
期
開

九
月
十
五
百
円
火
)
か
ら
i

十
月
十
叉
口
H

〈
木
〉
ま
で

岬
顕
出
抑
制
内

t
b州
側
面
計
十
は
市
役
所
(
広
務
料
開
〉
に
あ
り
ま
す
。

、
詳
細
酬
は
市
役
所
広
務
務
係
へ
治
問
合
せ
下
さ
い
。

る
と
き
は
‘
一
わ
が
閥
柑
粧
品
開
の
現
放
は
ま
だ
ま
一
の
カ
で
立
波
に
立
つ
こ
と
の
で
ぎ

②
冷
い
も
の
と
あ
た

i

か
い
一
だ
他
織
の
援
効
を
得
怠
け
れ
ば
な
一
る
よ
う
、

も
の
を
一
し
よ
仁
認
め
合
せ
一
ら
な
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。
自
ち
一

な
い
で
下
さ
い
。
一

②
料
涯
を
冷
く
し
て
も
滋
か
一
@
み
ん
な
の
貯
蓄
て
禽
立
の
議
を
一
白
糸
早
く
立
て
ま
し
ょ
・

2

い
ご
は
ん
や
水
僑
怒
ど
と
く
一

つ
つ
け
な
い
で
下
さ
い
。
一
1
1
1

選
伐
蹴
事

⑧
料
塑
に
策
を
付
け
て
も
容
一
一
&
敏
弘
F
野
丹
、
宝
一
一
一

一
、
お
料
開
の
話
、
食
事
の
一
線
が
不
潔
で
は
何
ん
に
も
な
一
日
曜
繍
韓
議
轟

J

控
謹
書
譲
百
よ
り
一

前
に
は
必
十
手
を
3

れ
い
一
ち
ま
せ
ん
か
ら
き
れ
い
院
し
一
一
い
い
機
麟
瞬
前
抑
制
料
:
!
一

に
洗
っ
て
下
浅
い
。
一

τ

下
さ
い
。
一
一
山

一
一
今
絞
左
記
の
新
卒
が
入
り
ま
し
一
ソ
ヴ
エ
ツ
ト
紀
行
、

v
?
仁
瓦
叫

一
、
材
料
は
新
鮮
な
も
の
を
一
こ
う
し
て
衛
生
約
に
作
っ
た
御
一
た

o

皆
き
ん
の
御
利
用
を
た
待
ち
一
ヂ
B
l一

選
ん
マ
下
遣
い
。
一
融
制
定
も
あ
ま
り
た
く
さ
ん
作
。
ナ
一
し
て
沿
り
ま
す

o

一
い

一
、
充
分
火
を
透
し
て
下
ヨ
一
ぎ

i
r
て
え
食
べ
竣
左
甲
府
、
一
文
務
官
十
年
鑑
〈
一
九
五
百
一
〉
新
潟
枇
一
生
命
の
火
花
レ

Z
F

「

ぃ
。
一
の
十
品
川
食γ
れ
ど
最
も
一
十
で
一
品
陶
芸
名
鐙
文
化
研
究
枇
一
昔
話
名
は
菊
尚
一
災
一

ω
ピ
ク
ニ
ッ
ク
用
の
な
緋
当
を
作
一
す
。
了
」
と
わ
ざ
新
辞
典
創
光
一
杭
一
続
赤
い
絞
判
官
中
夜
陥
伊
之
助
一

-
一
も
の
し
り
事
典
六
傍
河
山
内
書
房
一
続
々
赤
い
紋
時
四
中
百
円
伊
之
鶴
一

昭
和
二
十
八
年
慶
一
新
百
科
辞
典
一
一
一
堂
一
空
襲
重
喜
一

a
a
;

ん
-
‘
i
p
p
f
:
:

一
英
米
略
否
問
典
一
一
総
書
同
店
一
緋
伝
法
の
盟
問
後
松
村
一
一
人
一

品
i

主
亀
磐
余
ヘ
ノ
註
同
ー
ゐ
〓
%
襲
罷
弘
一
広
砕
林
一
一
者
堂
一
千

品
一
一
狩
輩
器
月
比
集
合
鑑
協
議
一
一
語
新
辞
典
有
別
堂
一
塁
護
側
皮
清
水
会
員
一

1
1
J

一
，-
-
d
-
d
p
.

，
‘
一
日
独
手
共
有
附
加
堂
一
太
平
洋
を
め
ぐ
る
日
米
財
閥

計
品
民
法
が
務
行
さ
れ
、
昨
年
上
一
三
自
(
土
)
一
切
産
量

:
F
!

一
』

弘
一
一
日
河
川
刊
誌
諮
問
明
一
一
路
意
地
区
平
塚
商
工
会
一
引
開

M
M…m
M……
引M
M
一
震
の
不
思
議
む
か
学
一

詩
情
臼
訪
日
制
立
与
山
仔

(
M
V小
学
校
分
校
一
市
服
部
約
一

M
M訪
れ
諮
問
時
間
ー

さ
れ
れ
…
…
…
;
工
場
等
に
む
い
て
一
十
百
万
六
円
出
(
火
)
，
一
長
年
総
合
室
一
一
)
一
解
桁
新
研
究
ド
ロ
い
銭
湯
布
耕
太
総

J

使
加
す
る
計
邸
機
に
つ
き
、
市
の
一
七
段
(
水

ν

一
出
版
ニ
ュ
ー
ス
枇
一
物
潤
学
抑
制
叫
川
先
戸
市
間
接
お

係
長
が
地
中
備
刑
判
賓
に
仰
っ
て
沿
り
一
須
賀
地
区
平
塚
競
輪
場
一
相
相
模
湾
深
海
約
獄
図
常
一
食
物
史
第
一
出
版
一

ま
す
が
、
巾
告
さ
れ
た
泌
物
は
指
一
@
検
査
受
付
侍
喜
一
山
波
書
約
一
英
文
法
の
務
署
喜
久

定
時
{
)
れ
た
、
白
同
時
引
先
日
場
所
在
忘
十

F
h判
九
時
よ
一
汗
一
奈
官
公
庁
一
拠
隠
日
本
四
拐
殺
計
一

u
d解
解
析
I
翌
間
島
問
持
溺

れ
や
ノK
必
宇
検
交
を
受
け
、
E
紘
一
一
新
し
い
中
国
明
日
新
聞
批
一

な
ま
、
桝
を
安
心
し
て
使
間
川
で
き
一
午
後
一
作
品
え
で
一
性
井
の
向
然
と
生
活
一
一
一
行
常
一
文
法
の
際
滋
中
島
文
夫

、
一
人
で
も
遼
反
や
郊
剛
山
に
か
尚
一
郎
耐
に
灼
ら
ヂ
行
い

Z
9
0

吉
良
一
で
見
る
新
中
関
東
和
枇
一
新
制
英
文
の
解
一
終
研
究
法

ら
ぬ
よ
う
、
市
民
各
似
の
御
協
れ
一
。
指
定
口
内
に
必
や
総
本

y
k

受
け
一
段
差
刊
誌
同
一
氏
靭
日
諮
問
枇
一
世
2
A

を
御
一
腕
い
致
し
ま
す
o

一
て
下
さ
い
。
一
書
官
の
B
'本
筑
波
努
店
一
新
制
英
語
の
さ
夜
間
内
定

む
一
受
一
山
川
崎
市
々
一
一
川
町
(
占
な
く
一
日
本
の
工
業
荒
波
古
川
一
山
草

壁
崩
段
、
検
事
正
一
城
、
品
開
登
場
一

M
F丸
山
れ
を
命
山
一
一
一

J品
川
一
一
現
代
果
の
百
人
文
抗
議
長
註
一
新
制
側
室
町
の
作
文
研
究
法

部
品
一
又
は
芝
山
一
加
叫
よ
り
処
分
引
き
り
一
銭
形
芝
山
一
椅
物
会
終
同
光
一
紅
一
目
的
企

九
月
ニ
十
九
四
回
(
火
)
一
る
こ
と

E
あ
J
宅
ナ
。
一
曲
明
日
瓜
宣
伝

h
H
a

中
央
公
静
止
n
本
の
五
人
の
約
中
山

卒
岬
欄
山
川
岸
地
区
浜
斤
い
ヰ
学
校
一
古
均
一
一

一
も
れ
な
く
係
員
が
佼
附
川
添
物
の
一
判
明
代
貯
制
組
合
集
剣
一
光
一
杭
一pe
ギ
ブ
ザ
一t

九
時
昨
日
勺
〉
一
時
日
間
訪
れ
抗
日
均
一
経
済
学
新
大
系
、
ほ
章
一
立
の
文
学
中
野
好
夫

た
場
合
、
引
は
不
明
の
点
…
れ
あ
る
一
日
本
地
現
新
大
穿

F
H

告
加
一
百
万
人
の
数
学
ボ
タ
ベ
ン

十
月
一
由
民
(
木
〉
場
合
は
ま
か
と
蹴
へ
問
問
合
せ
て
下
一
毛
沢
東
刑
事
一
一
一
一
点
目
初
一
食
後
の
数
学
矢
野
健
太
一
郷

一
一
間
関
(
余
)
さ
い
。
一
自
然
と
人
間
と
の
た
た
か
い
一
数
の
獄
念
高
木
戸
空
間

イ
リ

v

一
解
析
位
相
義
上
下
岩
切
精
一
ム

日
本
の
自
然
環
境
多

m

文
田
均
一
新
珠
算
法
稿
料
竺

自
然
と
人
生
石
閉
山
総
次
郎
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